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粉末焼結型AM技術における 3Ｄデータ補正による寸法精度向上 

造形時に発生するそりやゆがみに対して、３Ｄデータを逆変形させてから造形することで変

形を打ち消し、寸法精度の向上を実現しました。 

本技術の内容・特徴 

 

 
従来技術に比べての優位性 

➊ そりとゆがみを同時に抑制することが可

能 

➋ 計算による補正形状の生成のため、複雑な

形状の生成が容易 

  

予想される効果・応用分野 

➊ 高精度な造形品による設計検証の高品質

化 

➋ 粉末焼結型 AM を用いた実用製品の展開 

  

 

提供できる支援方法 

 技術相談 

 オーダーメード開発支援 

 共同研究 
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３Ｄデジタイザ 

による形状測定 

①そり、ゆがみの情報取得 

設計データと造形品 

(補正前と補正後)の比較 
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３Ｄデータ補正概要 

②シミュレーションによる補正形状の生成 
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補正によってそりとゆがみを 

同時に抑制可能 
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